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当研究室では、生体触媒を用いた気体（H2とCO2）から液体のギ酸生成と生成ギ酸から効率的

な水素生成とCO2の回収法をを開発により実用的なエネルギー変換系を開発している。

◼ 白金触媒より637倍の優れた触媒性能の水素酵素を利用(Angew Chem Int Ed, 2014) 

◼ 外部メディエーターを用いない常温・常圧反応下で高効率と高反応でギ酸のみを生成

【今後の展開】

1. 電極型酵素触媒によるCO2水素化反応系の開発

2. 高塩濃度下でも高触媒活性を示す本酵素系を用いて海

水環境下におけるCO2回収法（石灰化反応系の開発)

3. ギ酸生成系をアルコール生成菌系と融合による木質バイオ

マスからの革新的なアルコール生産システムを開発

（企業様と共同連携研究を期待しています！）

【課題】

◼ アルコール生産に特化した微生物の探索と石油化学産業に適用可能な反応システムの開発

◼農業・医療・化学原料や直接ギ酸燃料電池(DFAFC)への応用も注目

◼常温常圧で水素を多く含む安定な液体 (液体水素：70 g/L)：優れた水素キャリア

◼二酸化炭素のギ酸変換反応は2e-還元であり、他の還元反応に比べて速度論的に有利
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